
 

 

 

 

外科・消化器外科  

疾患別概要 

当科では主に下記の疾患について診療を行っています。 

胃がん 

ガイドラインに沿って積極的に腹腔鏡手術を行っており、今年度は半数以上が腹腔鏡手

術で治療を行いました。術前・術後補助化学療法、進行・再発胃がんに対する化学療法も

全例が当科医師により行われており、切れ目のない一貫した治療が可能となっています。 

大腸がん 

ほぼ全例を腹腔鏡下手術で行っています。腹腔鏡下手術には、傷が小さく術後の回復が

早い、カメラによる拡大視効果で繊細な手術が行えるという利点があります。人工肛門が

必要となるような進行直腸がんに対しては積極的に術前抗がん剤治療を行っており、その

結果、がんが小さくなり人工肛門を回避できる場合もあります。肝転移や肺転移に対して

も積極的に切除を行うことで、治癒や予後延長を目指しています。 

乳がん 

乳がんの治療では外科的切除はもちろん、周術期の内分泌化学療法が重要となります。

早期がんを中心にセンチネルリンパ節生検を用いた腋窩リンパ節郭清の省略や、乳房温存

手術も積極的に行っています。進行がんに対しても、術前化学療法を行うことでがんが縮

小し、乳房温存手術が可能となる症例が増えています。またマンモグラフィー撮影装置を

利用した検診を行い、乳がんの早期発見に努めています。 

肝胆膵がん 

肝臓がんの治療には手術による切除はもちろんのこと、経皮的ラジオ波焼灼療法、肝動

脈化学塞栓療法、抗がん剤治療などがあり、がんの進行度や肝臓の状態により最適な治療

が選択されます。当科ではこれら全ての治療を行っており、再発が稀ではない肝臓がんに

おいても、状況に応じて様々な治療法を組み合わせ、できるだけ元気で長生きしていただ

けることを心がけて診療しています。 

胆道がん、膵がんは消化器がんのなかでも手術難易度の高いがんですが、日本肝胆膵外

科学会肝胆膵外科高度技能専門医を中心に、安全で確実な手術を心がけて診療しています。

進行した状態で発見され切除不能な場合も多いですが、積極的に抗がん剤治療を行い予後

延長を目指しています。特に膵がんにおいては、抗がん剤治療によりがんが縮小し手術が

可能となった例も少なからず経験しています。肝胆膵がんにおいても適応可能な症例に対

しては積極的に腹腔鏡下手術を行っています。 

胆道疾患 

胆嚢結石症や胆嚢炎に対する胆嚢摘出術は、全例腹腔鏡で行っています。急性胆嚢炎に

対する経皮的胆嚢ドレナージ、急性胆管炎に対する内視鏡的胆道ドレナージも全例外科医
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が担当しています。 

鼠径ヘルニア 

いわゆる「脱腸」と呼ばれる疾患で、治療法は手術のみです。いくつかの手術法があり

ますが、現在当科では、再発率が非常に低いクーゲルパッチというメッシュを用いた手術

を行っています。 

 

当科の特徴 

当院は救命センター、救急センター、化学療法センター、緩和ケア病棟を有しています

が、それらの運営には外科医師が中心的役割を担うかたちで携わっています。そのため、

がん診療においては、手術のみならず、急病時の診療、進行・再発がんに対する抗がん剤

治療、終末期における緩和医療まで一貫して対応可能です。患者さまにとって安全で質の

高い外科診療を目指し、日夜、研鑽と教育に励んでいます。 

 

呼吸器外科  

呼吸器外科では胸部悪性疾患（原発性肺がん、転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍、胸膜腫瘍等）、

良性疾患（気胸、肺嚢胞症等）を呼吸器腫瘍センター、感染性疾患の治療を呼吸器・抗酸

菌症外来で行っています。 

令和 6年の全手術症例数は 63例、原発性肺がん手術症例数は 28例でした。コロナ禍以

降、手術症例数は減少傾向にありますが、呼吸器腫瘍センターとしての役割である、患者

さまの病状に応じた最善の治療を提供するため、日々診療を行っています。がん免疫治療

は高い治療効果が期待できる治療法で、肺がん治療の向上に寄与しています。これまでは

肺がんといえば長期間の予後は期待できませんでしたが、このがん免疫治療の導入で長期

予後は期待できる時代になってきました。手術適応がない症例においてもがん免疫治療で

腫瘍は縮小し、複数年治療を継続し元気に通院治療されている患者さまもおられます。こ

れまでの治療では期待できなかった治療効果が得られるがん免疫治療は、手術ができない

患者さまや手術後再発した患者さまを対象に行われてきましたが、近年は手術治療成績の

向上のために使用されるようになっています。具体的には、手術前にがん免疫治療を行う

方法、手術後にがん免疫治療を行う方法、手術前後にがん免疫治療を行う方法です。これ

らの方法で治療を行うには適応基準があり、全ての患者さまに適応があるわけではないの

で、詳細は担当医にご相談ください。このような治療を併用することで、手術治療後、再

発なく長期間の予後が期待できる時代になってきました。肺がんは治らない病気という印

象がありましたが、現在は治癒が期待できる時代になってきています。 

その他に、当科では中国・四国地区や全国レベルの臨床試験に参加していますので、臨

床試験への参加をお願いすることがあります。臨床試験への参加は、当院で医療レベル向

上において重要な意味を持っています。基本的治療方針である「患者さまが受けたい治療

施設となれるように、最良治療の提供」が実現できるように、臨床・研究において日々精

進しております。本年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 



［呼吸器外科の手術症例数推移］ 

年 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 

全身麻酔手術症例数 96 73 94 71 63 

原発性肺がん手術術式の推移 56 38 45 32 28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月・木曜日 術後カンファレンスにて、内視鏡手術ビデオを編集したものを全医師で

検討し、医療安全の面や内視鏡外科技術医認定資格取得に向けて研鑽し

ています。 

火 曜 日 診療科・部門横断的にキャンサーボードを行い、患者さま中心にがん治

療チームとして最適な治療方針を決定しています。 

水 曜 日 朝、化学療法カンファレンスにてその週の化学療法件数を報告し、レジ

メンの変更の際は個別の症例の紹介を行っています。 

午後は外科・呼吸器外科の総回診後、退院支援スタッフカンファレンス

を看護師、MSW（医療ソーシャルワーカー）や理学療法士と行い、患

者さまの継ぎ目無い（Seamless）退院や転院を図っています。 

0

20

40

60

80

100

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

0

10

20

30

40

50

60

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
0

10

20

30

40

50

60

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

外科全体の週間予定に沿って 

原発性肺がん手術術式の推移 原発性肺がん手術症例数の推移 

全身麻酔手術症例数 

96 

73 

94 

71 

63 

56 

38 

45 

32 
28 

部分切除 

部分切除 
部分切除 部分切除 部分切除 

区域切除 

区域切除 

区域切除 

肺葉切除 

肺葉切除 

肺葉切除 

肺葉切除 肺葉切除 

その他 

その他 



金 曜 日 抄読会で最新文献から自己研鑽と全医師への還元を行っています。また

緩和ケアラウンドとチーム会議にて症例検討を行っています。 

随 時 標準医療を忌避する例や終末期の倫理的な問題について臨床倫理委員

会で検討しています。また研究課題については、文部科学省・厚生労働

省ガイドラインに従い、倫理研究委員会で審議を受けています。 

 

 

 

田中 雅夫 理事長・院長 

日本膵臓学会名誉理事長、日本外科学会名誉会頭、日本消化器病学会・

日本消化器内視鏡学会名誉会員、日本外科学会認定登録医、日本消化器

病学会消化器病専門医・指導医、日本消化器外科学会終身指導医・認定

登録医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医・指導医 

大谷 和広 外科部長、消化器外科部長 

日本肝胆膵外科学会肝胆膵外科高度技能専門医、日本肝臓学会肝臓専門

医、日本外科学会外科専門医・指導医、日本消化器外科学会消化器外科

専門医・指導医、日本胆道学会認定指導医、日本がん治療認定医機構が

ん治療認定医 

宮竹 英志 外科医長・緩和ケア内科医長 

日本外科学会外科専門医、日本内視鏡外科学会技術認定医（消化器・一

般外科） 

萱島 理 外科医長 

日本外科学会外科専門医 

日本消化器外科学会消化器外科専門医・消化器がん外科治療認定医 

松田 諒太 外科医長・乳腺外科医長 

日本外科学会外科専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日

本乳がん検診制度管理中央機構検診マンモグラフィ読影認定、日本内視

鏡外科学会消化器・一般外科領域技術認定 

木幡 亮 外科医長・救急科医長 

日本外科学会外科専門医、日本腹部救急医学会腹部救急認定医、日本が

ん治療認定医機構がん治療認定医、ACLSインストラクター 

松田 洋直 外科医師 

＜呼吸器外科＞ 

吉田 順一  副院長 

日本胸部外科学会呼吸器外科専門医、日本結核・非結核性抗酸菌症学会

結核・抗酸菌症認定医、日本感染症学会感染症専門医・指導医、日本外

科学会外科専門医・指導医、日本化学療法学会抗菌化学療法指導医、ICD

（インフェクションコントロールドクター） 

  

外科と関連科の医師と資格など 令和 6（2024）年 12月現在 



井上 政昭 呼吸器外科部長 

日本外科学会外科専門医・指導医、日本胸部外科学会呼吸器外科専門医、

日本呼吸器学会呼吸器専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医 

水内 寛 呼吸器外科医長 

日本呼吸器外科学会呼吸器外科専門医、日本呼吸器学会呼吸器専門医、

日本外科学会外科専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医 

名部 裕介 呼吸器外科医長 

日本呼吸器外科学会呼吸器外科専門医、日本外科学会外科専門医 

本多 陽平 呼吸器外科医長 

日本呼吸器外科学会呼吸器外科専門医、日本外科学会外科専門医、日本

がん治療認定医機構がん治療認定医 

＜救急科＞ 

中原 千尋 救急科部長 

日本外科学会外科専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・消化

器がん外科治療認定医 

＜緩和ケア内科＞ 

牧野 一郎 副院長・外科・緩和ケア内科部長 

日本外科学会外科専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・指導

医・消化器がん外科治療認定医、日本消化器病学会消化器病専門医、日

本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本肝胆膵外科学会本胆膵外科

名誉指導医、日本緩和医療学会緩和医療認定医 

 

 

 

   開腹 

開胸 

鏡視下 

消化管及び 

腹部内臓 

食道 食道切除再建術 0 0 

 食道（粘膜下）腫瘍摘出術 0 0 

  その他の手術 0 0 

  （上記のうち）食道がん切除手術総数 0 0 

 胃・十二指腸 胃全摘術 4 1 

  幽門側胃切除術 0 10 

  噴門側胃切除術 0 0 

  胃部分切除術 0 2 

  その他の手術 4 5 

  （上記のうち）胃がん切除手術総数 4 11 

 小腸・虫垂・結腸 小腸切除・狭窄形成術 1 0 

  結腸切除術 9 55 

  虫垂炎手術 0 17 

外科全体の年間手術症例数 令和 6年（2024年 1月～12月） 



  腸閉塞に対する手術 20 2 

  人工肛門造設・閉鎖術 13 11 

  その他の手術 1 1 

  （上記のうち）結腸がん切除手術総数 4 54 

 直腸・肛門 直腸切除術 0 12 

  直腸切断術 0 5 

  大腸（亜）全摘術 0 0 

  肛門疾患手術 3 0 

  その他の手術 0 0 

  （上記のうち）直腸がん切除手術総数 0 16 

 肝・胆・膵・脾 肝切除術 5 4 

  胆のう摘出術 2 38 

  総胆管結石症に対する手術 0 0 

  膵頭十二指腸切除術 5 0 

  膵頭十二指腸切除術以外の膵切除術 3 3 

  脾臓摘出術 0 1 

  その他の手術 3 2 

  （上記のうち）肝・胆道・膵がん切除手術総数 17 6 

 腹腔・腹膜・後腹膜 ヘルニア手術 57 5 

  その他の手術 6 8 

乳腺  乳房切除 23 0 

  乳房温存手術 9 0 

  その他の手術 2 0 

  （上記のうち）乳がん切除手術総数 32 0 

呼吸器・縦隔 肺・気管・気管支 肺切除術 0 29 

  その他の肺・気管・気管支の手術 1 0 

  （上記のうち）肺がん切除手術総数 0 28 

 縦隔 胸腺摘除術 0 1 

  縦隔腫瘍手術 0 2 

  その他の手術 0 1 

頭頸部・内分泌 甲状腺疾患に対する手術 0 0 

 副甲状腺疾患に対する手術 0 0 

 その他の手術 0 0 

末梢血管 静脈瘤に対する手術 0 0 

 その他の手術 42 0 

外傷   1 0 

 

 

 



【業績集】 

＜発表＞ 

開催年月日 演題名等 演者等 共同演者 学会名等 場所 

2024.2.14-

16 

抗体製剤を使用中の

末期腎不全患者に対

する腎移植の検討 

新垣滉大 1)  第 57 回日

本 臨床 腎

移植学会 

名古屋コン

ベンション

ホール 

2024.3.18 特別講演 ［座長］ 

吉田順一 

 下 関市 医

師 会学 術

講演会 

Web開催 

2024.3.21 

 

講演 

 

［座長］ 

中原千尋 

 

 Kanmon 

Gastric 

Cancer 

Seminar 

小倉パー

クサイド

ビル 

2024.3.21 

 

（ディスカッション）胃

癌 1 次薬物療法にお

けるオプシーボ+化学

療法の期待と課題 

中原千尋 

 

 Kanmon 

Gastric 

Cancer 

Seminar 

小倉パー

クサイド

ビル 

2024.3.21-

22 

横行結腸軸捻転症を

診断し、一期的に切

除・再建を行い救命し

得た一例 

新垣滉大 1)  第 60 回日

本 腹部 救

急 医学 会

総会 

北九州

国際会

議場 

2024.3.28 

 

（パネルディスカッション）

バイオマーカー検査

を見据えた外科検体

の取り扱い 

名部裕介  肺 がん 術

前 術後 検

体 を考 え

る会 

下関市

立市民

病院 

2024.4.5-7 肺 Mycobacterium malmoense

症の 1例：質量分析診

断の課題 

 多施設共同

研究 

名部裕介 

井上政昭 

吉田順一 

第 64 回日

本 呼吸 器

学 会学 術

講演会 

 

パシフィ

コ横浜 

ノース 

 

2024.4.5-7 ALK 融合遺伝子変異

陽性非小細胞肺癌に

おけるアレクチニブ

早期耐性患者の臨床

的特徴を明らかにす

るための後ろ向きコ

ホート研究 

 多施設共同

研究 

井上政昭 

第 64 回日

本 呼吸 器

学 会学 術

講演会 

パシフィ

コ横浜 

ノース 

 



2024.5.31-

6.1 

 

膿胸患者の背景と治

療の検討 

 

井上政昭 

 

名部裕介 

上田彩加 

吉田順一 

第 41 回日

本 呼吸 器

外 科学 会

学術集会 

軽井沢プリ

ンスホテル 

ウエスト 

2024.5.31-

6.1 

STAS 陽性非小細胞

肺癌における臨床学

的背景に関する検討 

名部裕介 

 

上田彩加 

井上政昭 

吉田順一 

第 41 回日

本 呼吸 器

外 科学 会

学術集会 

軽井沢プリ

ンスホテル 

ウエスト 

2024.5.31-

6.1 

 

Clofazimineを用いた 

肺 Mycobacterium abscessus

症 4例：有害事象（A

E)の課題 

吉田順一 

 

他病院医師 

 

第 99 回日本

結核・非結核

性抗酸菌症学

会学術講演会 

出島メッ

セ長崎 

2024.6.20 ～下関市医師会会員向け

感染症研修会～敗血症 D

X（デジタル変革）：大腸菌

など菌血症の対応 

吉田順一 

 

 下 関市 医

師 会会 員

向 け感 染

症研修会 

Web開催 

2024.07.18 「肺 MAC」と呼ぶの

をやめましょう～学

会見解と当院論文か

ら～ 

吉田順一 

 

 感 染管 理

委 員会 地

域 医療 研

修会 

Web開催 

2024.9.6 トレーニング中の腹

部鈍的外傷による腹

腔内出血 1 年経過し

胃粘膜下腫瘍（GIST)

破裂と判明した一例 

木幡亮 松田洋直 

松田諒太 

萱島理 

宮竹英志 

中原千尋 

大谷和広 

牧野一郎 

田中雅夫 

第126回北

九 州外 科

研究会 

北九州

市立商

工貿易

会館 

2024.10.18 講演 ［座長］ 

井上政昭 

 Shimonoseki 

Lung Cancer 

Seminar 

下関グ

ランド

ホテル 

2024.10.31

-11.2 

 

術前に気管支鏡検査

を施行した非小細胞

肺癌切除例の臨床学

的検討 

名部裕介 

 

本多陽平 

水内寛 

井上政昭 

吉田順一 

第 65 回日

本 肺癌 学

会 学術 集

会 

パシフ

ィコ横

浜ノー

ス 

2024.10.31

-11.2 

 

当院における Tepotinib

の使用経験 

 

本多陽平 名部裕介 

水内寛 

井上政昭 

吉田順一 

第 65 回日

本 肺癌 学

会 学術 集

会 

パシフ

ィコ横

浜ノー

ス 



2024.10.31

-11.2 

 

初診時に脳転移を認

めた肺癌症例の検討 

 

井上政昭 

 

名部裕介 

本多陽平 

水内寛 

吉田順一 

第 65 回日

本 肺癌 学

会 学術 集

会 

パシフ

ィコ横

浜ノー

ス 

2024.11.19 

 

令和 6 年度第 1 回肺

がん検診読影委員連

絡協議会 

名部裕介 

 

 令和6年度第

1 回肺がん検

診読影委員

連絡協議会 

下関医

師会 

 

2024.12.9 

 

山口肺がん講演会 

 

[座長] 

井上政昭 

 山 口肺 が

ん講演会 

下関市

立市民

病院 

1)令和 5年度在籍 

 

＜論文＞ 

発表年 表  題 著者等 共同著者等 雑誌・巻・ページ 

2024 Perspectives on surgic

al treatment for thymi

c epithelial tumors:a n

arrative review 

Yusuke Nabe 

 

Masaaki Inoue 

Junichi Yoshida 

 

Grand 

Surgery 

2024;23:1-11 

2024 COVID-19 に対するレム

デシビル-前値または上限

値に対する血清クレアチ

ニン比を用いる投与後腎

機能モニター 

吉田順一 

 

 臨床と研究 

2024;101:80-

83 

2024 術前化学療法後に切除し

長期生存が得られた傍大

動脈リンパ節転移性膵癌

の 3例 

富原一貴 1) 

 

宮竹英志 

大谷和広 

萱島理 

中原千尋 

田中雅夫 

臨床と研究 

2024;101:91-

96 

2024 WHAT CAUSES PATIEN

T OR DOCTOR DELAY

 ON TUBERCULOSIS 

DIAGNOSIS BEFORE A

ND DURING COVID-19

 PANDEMIC？－An Eight

-Year  Study in a Japanes

e Teaching Hospital－ 

Junichi Yoshida Tetsuya Kikuchi2) 

他病院医師 

Kekkaku 

2024;99:119-

123 

2024 新興感染症想定机上訓練 

 

吉田順一 

 

 毎日新聞 

2024年 6月 22日 



2024 新執行部紹介 吉田順一 

 

 下関市医師会報 

夏季号 338:4 

2024 編集後記 

 

吉田順一 

 

 下関市医師会報 

夏季号 338:33 

2024 エビデンスに基づく IP

MN国際診療ガイドライ

ン 2024年度版 

田中雅夫 

 

 エビデンスに基

づく IPMN国際

診療ガイドライ

ン 2024年度版 

2024 二次治療の nal-IRI+5F

U+Lvが奏効し切除した

切除可能境界膵癌の 1例 

 

新垣滉大 

 

宮竹英志 

大谷和広 

萱島理 

安田大成 

日本臨床外科

学会雑誌 202

4;85:1296-13

04 

2024 A Case of Tension Subcu

taneous Emphysema Tre

ated With Minimally Inv

asive Open-Window Thor

acostomy Using a Wound

 Protector/Retractor and 

Three-Sided Taping 

Hiroshi Mizuuchi 

 

他病院医師 Cureus.2024;

16:5 

 

2024 感染症研究会（6/20）「敗血

症DX（デジタル変革）：大

腸菌など菌血症の対応」 

吉田順一 

 

 下関市医師会報 

秋季号 339:2-3 

2024 急性期医療 DX（デジタ

ル変革）と経営 

吉田順一 

 

 同門会誌 . 5 9

（復刊）:13-15 

2024 Pulmonary Mycobacteriu

m malmoense infection i

n a patient with non-sm

all cell lung cancer,syste

mic sclerosis,and intersti

tial pneumonia:A case re

port and brief review of 

the literature 

Yusuke Nabe 

 

Masaaki Inoue 

Junichi Yoshida 

 

Internal 

Medicine 

 

1)令和 4年度在籍、2)検査部 

 


